
令和 5年度　三河小中学校長会

総会・教育講演会

と　き	 令和 5年 5月9日（火）　午後 2時30分

ところ	 岡 崎 市 竜 美 丘 会 館



　三河の各小中学校は、これまで連携を密にし、地域に根ざした創意あふれる教育活動を展
開してきた。三河小中学校長会は、その維持・発展に大いに貢献するとともに、先輩方の情
熱と英知によって三河の教育は着実に成果を上げている。
　一方、令和 2 年から始まった新型コロナウイルス感染症の世界的な流行により、学校は、
様々な制限を余儀なくされてきた。マスク着用下での新しい生活様式は、これまで築いてき
た三河の伝統的な教育文化の継承にも大きな影響を与えている。今後は、コロナ禍にあって
中止や縮小してきた活動の何を、どこまで、どのように戻していくのかという校長としての
判断力が問われる状況となっている。
　ゆえにこれまで以上に、会員相互の連携を密にし、尾張地区や名古屋市の校長会とも協力
しながら、活動を進めていく必要がある。そして、保護者や地域社会の期待に応えるととも
に、児童生徒や教職員の幸福、いわゆるWell-being を意識した教育改革を推進していかね
ばならない。
　私たち三河小中学校長会は、児童生徒一人一人を大切にする三河教育の伝統を継承しつつ、
487 名の会員が「再生 ~ 工夫ある復活 !~」を合言葉に、三河教育研究会とも相携え、教育
を取り巻く諸課題に積極的に対応し、持続可能な社会と幸福な人生の創り手の育成に総力を
結集する所存である。

　　令和 5 年 5 月 9 日
三 河 小 中 学 校 長 会

1　開会のことば
2　国歌斉唱
3　会長・副会長・会計監査承認
4　会長あいさつ
5　来賓祝辞
6　来賓紹介
7　感謝状贈呈
8　議長選出
9　令和 4年度会務報告
10　令和 4年度決算報告
11　令和 4年度会計監査報告
12　議事
　　 ⑴　令和 4年度会務・決算承認に関する件
　　 ⑵　令和 5年度事業計画に関する件
　　 ⑶　令和 5年度予算に関する件
13　閉会のことば

総  会  次  第
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会　　長 平　井　　　敦 田　原・田　原　中
副 会 長 近　藤　文　彦 岡　崎・梅　園　小 彦　坂　登一朗 田　原・田原中部小
副 会 長 尾　出　知　子 刈　谷・小 高 原 小 原　田　憲　一 豊　橋・中　部　中

顧　　問 都　築　孝　明 幸　田・坂　崎　小 平　井　克　明 西　尾・西　尾　中
顧　　問 鈴　木　佳　樹 安　城・桜　井　小

会計監査 白　井　秀　明 新　城・鳳来中部小 立　川　恵　理 豊　川・代　田　中

庶　　務 山　本　武　志 豊　橋・八　町　小 榊　原　ともみ 新　城・千　郷　中
庶　　務 伊　藤　孝　明 蒲　郡・塩　津　小
庶務補佐 深　津　伸　夫 岡　崎・六ツ美北部小

会　　計 加　藤　嘉　一 岡　崎・甲　山　中 緒　方　秀　充 豊　田・竜　神　中
会計補佐 安　藤　眞　樹 岡　崎・美　川　中

専
門
委
員
長

法　　制 木　田　　　剛 田　原・福江小 教育条件 山　北　　　淳 みよし・北部小
学校経営 小　澤　慎　一 豊　川・牛久保小 進　　路 石　積　紀　尚 豊　橋・牟呂中
保健体育 相　羽　孝　彦 刈　谷・富士松中 福祉安全 神　谷　早百巳 安　城・高棚小
給　　食 稲　留　雄　一 安　城・安城中部小 生徒指導 星　川　敏　成 豊　川・金屋中
特別支援教育 半　田　憲　生 西　尾・鶴城中 修学旅行特別 加　藤　英　雄 蒲　郡・三谷中

常
　
任
　
委
　
員

岡　崎 ○ 加　藤　有　悟 南 中 高　浜 ○ 清　水　美智男 南 中
岡　崎 　 石　原　真　吾 大 門 小 みよし ○ 春　山　士　朗 三 好 丘 小
岡　崎 　 小　田　哲　也 新 香 山 中 幸　田 ○ 唐　澤　　　満 幸 田 小
碧　南 〇 鈴　木　　　裕 新 川 小 豊　橋 ○ 宮　林　秀　和 青 陵 中
刈　谷 ○ 木　野　昌　孝 雁 が 音 中 豊　橋 　 小　松　正　人 栄 小
豊　田 ○ 鈴　木　直　樹 足 助 中 豊　橋 　 梅　原　康　史 東 部 中
豊　田 　 鈴　木　敦　士 青 木 小 豊　川 ○ 河　原　克　明 東 部 中
豊　田 　 加　藤　秀　昭 崇 化 館 中 蒲　郡 ○ 岡　田　敏　宏 蒲 郡 中
安　城 ○ 鈴　木　佳　樹 桜 井 小 新　城 ○ 白　井　和　典 東 郷 中
西　尾 ○ 木　下　直　人 矢 田 小 田　原 ○ 渡　邉　宏　光 赤 羽 根 小
知　立 ○ 大　橋　直　樹 来 迎 寺 小 北設楽 ○ 原　田　勝　宏 豊 根 小

（注）〇印：郡市代表

令和 5年度　三河小中学校長会組織（案）
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郡市 小学校 中学校 小 中 義 計

岡　崎

　　石　原　真　吾 大門小 　　小　田　哲　也 新香山中

47 20 67
　　清　水　良　隆 矢作西小 　○加　藤　有　悟 南　中

　　内　山　彩由実 恵田小 　　伊　澤　　　勉 六ツ美中

　　牧　野　　　守 井田小 　　児　玉　洋　行 竜海中

碧　南 　○鈴　木　　　裕 新川小 　　石　橋　　　渉 南　中 7 5 12

刈　谷
　　竹　口　史　恭 衣浦小 　○木　野　昌　孝 雁が音中

15 6 21
　◎尾　出　知　子 小高原小 　　住　田　裕　司 刈谷東中

豊　田

　　鈴　木　敦　士 青木小 　　加　藤　秀　昭 崇化館中

75 28 103
　　鈴　木　康　代 浄水北小 　○鈴　木　直　樹 足助中

　　瀬　古　幸　弘 挙母小 　　羽根田　　　修 井郷中

　　石　黒　英　男 畝部小 　　三　浦　秀　一 猿投台中

安　城
◎○鈴　木　佳　樹 桜井小 　　都　築　　　智 安城南中

21 8 29
　　杉　浦　和　明 安城南部小 　　山　本　健太郎 安城北中

西　尾
　○木　下　直　人 矢田小 　　村　松　千　里 寺津中

25 9 1 35
　　上　田　富喜子 花ノ木小 　※半　田　憲　生 鶴城中

知　立 　○大　橋　直　樹 来迎寺小 　　淵　上　隆　博 知立中 7 3 10

高　浜 　　中　井　　　滋 高取小 　○清　水　美智男 南　中 5 2 7

みよし 　○春　山　士　朗 三好丘小 　　宮　田　安　弘 南　中 8 4 12

幸　田 　○唐　澤　　　満 幸田小 　　鈴　木　一　也 南部中 6 3 9

西　三　河　学　校　数 216 88 1 305

豊　橋

　　小　松　正　人 栄　小 　　梅　原　康　史 東部中

52 22 74
　　稲　田　あけみ 豊　小 　　久　野　哲　司 南稜中

　　中　村　三木也 羽根井小 　　中　村　招　弘 本郷中

　　原　田　直　美 幸　小 　○宮　林　秀　和 青陵中

豊　川
　※小　澤　慎　一 牛久保小 　○河　原　克　明 東部中

26 10 36
　　山　本　一　之 御津南部小 　　白　井　博　成 御津中

蒲　郡 　　田　中　宏　幸 大塚小 　○岡　田　敏　宏 蒲郡中 13 7 20

新　城 　◎白　井　秀　明 鳳来中部小 　○白　井　和　典 東郷中 13 6 19

田　原
　○渡　邉　宏　光 赤羽根小 　　古　越　俊　光 赤羽根中

18 4 22
　※木　田　　　剛 福江小 　　近　藤　智　彦 東部中

北設楽 　○原　田　勝　宏 豊根小 　　夏　目　貴　司 東栄中 7 4 11

東　三　河　学　校　数 129 53 182

学 　 校 　 総 　 数 　 計 345 141 1 487
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令和 5年度　三河小中学校長会専門委員会の構成� （注）◎印：委員長　○印：県委員
委員会

郡市
法　　　　　制 教　育　条　件 学　校　経　営 進　　　　　路

岡 崎 ○寺澤　益実 河合中 ○近藤　善紀 常磐中 ○岩瀬　竜弥 竜美丘小 ○寺坂　信久 翔南中

碧 南 　原田　朋浩 鷲塚小 　神谷　　晃 西端小 　杉浦　道文 中央小 ○加藤　智子 中央中

刈 谷 　細川　圭子 富士松北小 ○杉浦　広隆 東刈谷小 　田中　　仁 富士松南小 　田中　敦子 依佐美中

豊 田 ○大山　貴弘 豊南中 ○岸本　勝史 市木小 ○堀　　秀雄 藤岡中 ○梶　　久尚 浄水中

安 城 　山本健太郎 安城北中 　吉本　　敦 梨の里小 　原田　正樹 安城西中 ○足立　雅之 篠目中

西 尾 ○藤井　健一 一色西部小 　石川　雅春 東部中 　杉本　春美 荻原小 　伊藤　　宏 福地中

知 立 　大橋　直樹 来迎寺小 　大島　　稔 知立南小 ○福井　信也 知立南中 　淵上　隆博 知立中

高 浜 　鈴木　　剛 吉浜小 　門脇　博志 高浜小 　中井　　滋 高取小 　三牧　秀和 高浜中

み よ し 　西條かすみ 南部小 ◎山北　　淳 北部小 　岡本信一郎 北　中 　宮田　安弘 南　中

幸 田 ○岩下　英司 深溝小 　伊藤　美佳 豊坂小 　岩下　英司 深溝小 　鈴木　一也 南部中

豊 橋 ○加藤　友治 南陽中 ○住田政大郎 章南中 ○石川　立恵 高師台中 ◎石積　紀尚 牟呂中

豊 川 　鈴木　一哉 中部小 　鈴木　正夫 三蔵子小 ◎小澤　慎一 牛久保小 ○井上　敏宏 一宮中

蒲 郡 　清水　政秀 三谷小 　三浦　義広 形原小 　廣濵　俊伸 形原北小 　多田　　敦 大塚中

新 城 　今泉　浩和 東郷西小 　服部　智子 作手小 　岡田　高明 千郷小 　林　　英嗣 作手中

田 原 ◎木田　　剛 福江小 　吉口　昌宏 田原東部小 ○鈴木　和美 高松小 　矢野　正明 福江中

北 設 楽 　金田　季也 名倉小 ○多田　　桂 津具中 　村松　敦雄 田峯小 　原田　基寛 豊根中

県委員長 　木田　　剛
田原・
福江小

　石積　紀尚
豊橋・
牟呂中
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（注）◎印：委員長　○印：県委員
委員会

郡市
保　健　体　育 福　祉　安　全 給　　　　　食 生　徒　指　導

岡 崎 ○伊澤　　勉 六ツ美中 ○塚谷　　保 藤川小 ○小野　隆義 岩津中 ○板倉　眞介 北　中

碧 南 　加藤　　誠 新川中 　石川　政仁 大浜小 　兵藤　俊宏 日進小 　小澤　　徹 東　中

刈 谷 ◎相羽　孝彦 富士松中 　石田　則一 かりがね小 　佐野　𠮷則 朝日中 　葉山　靖彦 刈谷南中

豊 田 ○伊藤　宏志 上郷中 ○原田　一弥 益富中 ○小松ゆかり 伊保小 ○田口　賢一 美里中

安 城 　舘　　美紀 安城西部小 ◎神谷早百巳 高棚小 ◎稲留　雄一 安城中部小 　岡戸　俊之 新田小

西 尾 　井土小枝子 東幡豆小 　杉浦　政之 一色東部小 ○齋藤　英二 幡豆中 ○杉浦　　康 米津小

知 立 　丹　　節生 知立西小 　丹羽　康二 竜北中 　丹羽真由美 八ツ田小 　杉浦　正明 猿渡小

高 浜 ○門脇　博志 高浜小 　村越　茂樹 翼　小 　鈴木　　剛 吉浜小 　清水美智男 南　中

み よ し 　平川　哲也 天王小 ○竹山　伸幸 黒笹小 　下田久美子 中部小 　都築　克章 三好丘中

幸 田 　井上　勝哉 荻谷小 　加納　裕子 中央小 　加納　裕子 中央小 　井上　勝哉 荻谷小

豊 橋 ○近藤　英治 前芝小 ○堀井　章行 北部中 ○沖田　典子 飯村小 ○梅原　康史 東部中

豊 川 　岩村　英幸 東部小 　古山　陽子 国府小 ○榎谷　幸郎 小坂井中 ◎星川　敏成 金屋中

蒲 郡 　尾崎　佳孝 蒲郡東部小 　星野　佳子 蒲郡西部小 　小川　純子 中部中 ○松本　康利 中央小

新 城 ○白井　稔也 東陽小 ○神谷　勝則 八名中 　夏目　久代 黄柳川小 　吉田　詩朗 鳳来中

田 原 　森下　正敏 亀山小 　本多　　孝 大草小 　内橋　貴代 清田小 　古越　俊光 赤羽根中

北 設 楽 　後藤　克史 田口小 　後藤　理恵 東栄小 　伊藤　昭康 津具小 　吉永　昭彦 清嶺小

県委員長 　相羽　孝彦
刈谷・
富士松中

　神谷早百巳
安城・
高棚小

　稲留　雄一
安城・
安城中部小
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（注）◎印：委員長　○印：県委員
委員会

郡市
特別支援教育 修学旅行特別 学校力向上特別

岡　　崎 ○紀平　高之 緑丘小 ○長谷川勝一 東海中 　森　　竜師 福岡中

碧　　南 　杉浦かおり 棚尾小 　石橋　　渉 南　中

刈　　谷 　清水　康好 住吉小 　小川　明宏 亀城小

豊　　田 ○川原　三佳 大林小 　若山　敏美 小清水小

安　　城 　山本　健一 桜町小 ○髙須　友悟 明祥中 　浅倉　幸代 里町小

西　　尾 ◎半田　憲生 鶴城中 ○長谷　栄次 一色中 　鈴木　健吾 横須賀小

知　　立 　都筑　　太 知立東小 　伊藤　雅彦 知立小

高　　浜 　奥谷　敦子 港　小 　奥谷　敦子 港　小

み よ し 　佐久間章貴 三吉小 　江上　俊郎 緑丘小

幸　　田 　髙畑　泰志 北部中 　山中　　剛 幸田中

豊　　橋 ○河合　宏則 石巻中 ○佐野　裕哉 東陽中 　鳥山　徳子 前芝中

豊　　川 　中嶋　　桂 小坂井東小 ○桑野　立吾 中部中 　中河　伸弥 赤坂小

蒲　　郡 ○柴田ゆかり 竹島小 ◎加藤　英雄 三谷中 　戒田　正敏 西浦小

新　　城 　河部　　拓 八名小 　丸山　哲丈 庭野小

田　　原 　鈴木　美保 伊良湖岬小 　兼松　貴志 六連小

北 設 楽 ○伊藤　賢修 設楽中 　吉永　昭彦 清嶺小

県委員長 　半田　憲生
西尾・
鶴城中

　加藤　英雄
蒲郡・
三谷中
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令和 5年度　愛知県小中学校長会役員・委員（案）
役　員
会 　 長 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小
副 会 長 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中 副 会 長 岡　本　健　二 安　城・作 野 小
会計監査 下　田　久美子 みよし・中 部 小
小学校部 岡　本　健　二 安　城・作 野 小 中学校部 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中

地域代表
平　井　　　敦 田　原・田　原　中 近　藤　文　彦 岡　崎・梅　園　小
都　築　孝　明 幸　田・坂　崎　小 平　井　克　明 西　尾・西　尾　中
岡　本　健　二 安　城・作　野　小 彦　坂　登一朗 田　原・田原中部小
山　本　武　志 豊　橋・八　町　小

常任委員
岡　　崎 加　藤　有　悟 岡　崎・南　　中 知　　立 大　橋　直　樹 知　立・来迎寺小
碧　　南 鈴　木　　　裕 碧　南・新 川 小 み よ し 春　山　士　朗 みよし・三好丘小
刈　　谷 木　野　昌　孝 刈　谷・雁が音中 幸　　田 唐　澤　　　満 幸　田・幸 田 小
豊　　田 鈴　木　直　樹 豊　田・足 助 中 豊　　橋 宮　林　秀　和 豊　橋・青 陵 中
安　　城 鈴　木　佳　樹 安　城・桜 井 小 豊　　川 河　原　克　明 豊　川・東 部 中
西　　尾 木　下　直　人 西　尾・矢 田 小 蒲　　郡 岡　田　敏　宏 蒲　郡・蒲 郡 中

理　　事
庶　　務 兼　子　　　明 西　尾・吉 良 中 庶　　務 村　越　茂　樹 高　浜・翼　　小
会　　計 吉　田　祐　示 みよし・三 好 中 会　　計 大　江　孝　一 豊　川・桜 木 小
法　　制 木　田　　　剛 田　原・福 江 小 進　　路 石　積　紀　尚 豊　橋・牟 呂 中
保健体育 相　羽　孝　彦 刈　谷・富士松中 福祉安全 神　谷　早百巳 安　城・高 棚 小
給　　食 稲　留　雄　一 安　城・安城中部小 広　　報 山　田　昌　弘 豊　橋・花 田 小
特別支援教育 半　田　憲　生 西　尾・鶴 城 中 修学旅行特別 加　藤　英　雄 蒲　郡・三 谷 中
教育課題特別 久　野　哲　司 豊　橋・南 稜 中
委員

専門委員会・部会　（注）◎印：委員長・部長　○印：副委員長
法制委員会
　 寺　澤　益　実 岡　崎・河　合　中 　 大　山　貴　弘 豊　田・豊　南　中
　 藤　井　健　一 西　尾・一色西部小 　 岩　下　英　司 幸　田・深　溝　小
　 加　藤　友　治 豊　橋・南　陽　中 ◎ 木　田　　　剛 田　原・福　江　小

教育条件委員会
　 近　藤　善　紀 岡　崎・常　磐　中 　 杉　浦　広　隆 刈　谷・東 刈 谷 小
　 岸　本　勝　史 豊　田・市　木　小 〇 山　北　　　淳 みよし・北　部　小
　 住　田　政大郎 豊　橋・章　南　中 　 多　田　　　桂 北設楽・津　具　中

学校経営委員会
　 岩　瀬　竜　弥 岡　崎・竜 美 丘 小 　 堀　　　秀　雄 豊　田・藤　岡　中
　 福　井　信　也 知　立・知 立 南 中 　 石　川　立　恵 豊　橋・高 師 台 中
〇 小　澤　慎　一 豊　川・牛 久 保 小 　 鈴　木　和　美 田　原・高　松　小
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進路委員会
　 寺　坂　信　久 岡　崎・翔　南　中 　 加　藤　智　子 碧　南・中　央　中
　 梶　　　久　尚 豊　田・浄　水　中 　 足　立　雅　之 安　城・篠　目　中
◎ 石　積　紀　尚 豊　橋・牟　呂　中 　 井　上　敏　宏 豊　川・一　宮　中

保健体育委員会
　 伊　澤　　　勉 岡　崎・六 ツ 美 中 ◎ 相　羽　孝　彦 刈　谷・富 士 松 中
　 伊　藤　宏　志 豊　田・上　郷　中 　 門　脇　博　志 高　浜・高　浜　小
　 近　藤　英　治 豊　橋・前　芝　小 　 白　井　稔　也 新　城・東　陽　小

福祉安全委員会
　 塚　谷　　　保 岡　崎・藤　川　小 　 原　田　一　弥 豊　田・益　富　中
◎ 神　谷　早百巳 安　城・高　棚　小 　 竹　山　伸　幸 みよし・黒　笹　小
　 堀　井　章　行 豊　橋・北　部　中 　 神　谷　勝　則 新　城・八　名　中

給食委員会
　 小　野　隆　義 岡　崎・岩　津　中 　 小　松　ゆかり 豊　田・伊　保　小
◎ 稲　留　雄　一 安　城・安城中部小 　 齋　藤　英　二 西　尾・幡　豆　中
　 沖　田　典　子 豊　橋・飯　村　小 　 榎　谷　幸　郎 豊　川・小 坂 井 中

生徒指導委員会
　 板　倉　眞　介 岡　崎・北　　　中 　 田　口　賢　一 豊　田・美　里　中
　 杉　浦　　　康 西　尾・米　津　小 　 梅　原　康　史 豊　橋・東　部　中
〇 星　川　敏　成 豊　川・金　屋　中 　 松　本　康　利 蒲　郡・中　央　小

特別支援教育委員会
　 紀　平　高　之 岡　崎・緑　丘　小 　 川　原　三　佳 豊　田・大　林　小
◎ 半　田　憲　生 西　尾・鶴　城　中 　 河　合　宏　則 豊　橋・石　巻　中
　 柴　田　ゆかり 蒲　郡・竹　島　小 　 伊　藤　賢　修 北設楽・設　楽　中

広報部会
　 仲　田　英　成 豊　田・高　橋　中 　 宮　本　伸　一 豊　田・高　岡　中
◎ 山　田　昌　弘 豊　橋・花　田　小 　 林　　　英　嗣 新　城・作　手　中
　 伊　藤　昭　康 北設楽・津　具　小

修学旅行特別委員会
　 長谷川　勝　一 岡　崎・東　海　中 　 髙　須　友　悟 安　城・明　祥　中
　 長　谷　栄　次 西　尾・一　色　中 　 佐　野　裕　哉 豊　橋・東　陽　中
　 桑　野　立　吾 豊　川・中　部　中 ◎ 加　藤　英　雄 蒲　郡・三　谷　中

教育課題特別委員会
　 岡　　　秀　之 岡　崎・羽　根　小 　 後　藤　誠　二 豊　田・小　原　中
　 日　高　則　行 豊　田・四　郷　小 　 中　井　　　滋 高　浜・高　取　小
◎ 久　野　哲　司 豊　橋・南　稜　中 　 小　澤　良　充 蒲　郡・西　浦　中

東陸小特別委員会
　 長　坂　博　子 岡　崎・岩　津　小 　 神　谷　　　晃 碧　南・西　端　小
○ 和　田　保　彦 西　尾・寺　津　小 　 宮　内　かがり 豊　川・豊　　　小
　 仲　田　昌　弘 豊　川・豊　川　小 　 渡　邉　宏　光 田　原・赤 羽 根 小
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令和 5年度　教育諸団体役員（案）
全国修学旅行研究協会愛知県支部
副支部長 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小
理　事 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中

〃 加　藤　英　雄 蒲　郡・三 谷 中

東海三県中学校修学旅行委員会
委員長 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中
委　員 加　藤　英　雄 蒲　郡・三 谷 中

〃 長谷川　勝　一 岡　崎・東 海 中
〃 髙　須　友　悟 安　城・明 祥 中

愛知県教育・スポーツ振興財団
理　事 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県教育振興会
理　事 平　井　　　敦 田　原・田 原 中
監　事 深　津　伸　夫 岡　崎・六ツ美北部小
評議員 尾　出　知　子 刈　谷・小高原小

愛知県学校給食会
理　事 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小
監　事 稲　留　雄　一 安　城・安城中部小
基本物資
検討委員 小　松　ゆかり 豊　田・伊 保 小
検査事業
委　　員 沖　田　典　子 豊　橋・飯 村 小
普及啓発
事業委員 齋　藤　英　二 西　尾・幡 豆 中

愛知県退職教職員互助会
副理事長 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小
理　事 平　井　　　敦 田　原・田 原 中

〃 神　谷　早百巳 安　城・高 棚 小
評議員 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中

〃 下　田　久美子 みよし・中 部 小

義務教育問題研究協議会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

幼児教育研究協議会
委　員 山　本　武　志 豊　橋・八 町 小
専門委員 清　松　治　子 岡　崎・広 幡 小

全国連合小学校長会
理　事 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小
委　員 村　越　茂　樹 高　浜・翼　　小

全日本中学校長会
理　事 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中

東海・北陸地区連合小学校長会
副会長 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

東海北陸中学校長会
副会長 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中

愛知県中小学校体育連盟
顧　問 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中
副会長 河　合　成　始 豊　橋・豊 城 中
副会長 伊　澤　　　勉 岡　崎・六ツ美中
理　事 相　羽　孝　彦 刈　谷・富士松中

〃 梅　原　康　史 豊　橋・東 部 中
〃 岩　村　英　幸 豊　川・東 部 小
〃 板　倉　眞　介 岡　崎・北　　中
〃 後　藤　誠　二 豊　田・小 原 中

監　事 梅　原　康　史 豊　橋・東 部 中

東海中学校体育連盟
理　事 河　合　成　始 豊　橋・豊 城 中

愛知県スポーツ協会
競技委員 伊　澤　　　勉 岡　崎・六ツ美中

日本教育会
代議員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県小中学校ＰＴＡ連絡協議会
副会長 平　井　　　敦 田　原・田 原 中

日本修学旅行協会愛知県支部
副支部長 加　藤　英　雄 蒲　郡・三 谷 中
理　事 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中
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生徒指導推進協議会
委　員 川　原　三　佳 豊　田・大 林 小

あいち外国人の日本語教育推進会議
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

道徳教育推進会議
委　員 岡　本　健　二 安　城・作 野 小

キャリア教育会議
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

キャリア教育推進委員会
委　員 岡　本　健　二 安　城・作 野 小

学校運営研究会
委　員 木　田　　　剛 田　原・福 江 小

あいち科学の甲子園ジュニア推進委員会
委　員 平　井　克　明 西　尾・西 尾 中

愛知県教員の資質向上に関する協議会
委　員 上　田　富喜子 西　尾・花ノ木小

教育実習に関する打合せ会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

〃 平　井　　　敦 田　原・田 原 中

教職員評価制度検討協議会
委　員 木　田　　　剛 田　原・福 江 小
委　員 伊　藤　孝　明 蒲　郡・塩 津 小

障害者活躍推進協議会
委　員 安　藤　眞　樹 岡　崎・美 川 中

愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

〃 石　積　紀　尚 豊　橋・牟 呂 中

愛知県教育職員互助会
理　事 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小
監査委員 白　井　秀　明 新　城・鳳来中部小

公立学校共済組合愛知支部運営審議会
委　員 神　谷　早百巳 安　城・高 棚 小
監査員 岡　本　健　二 安　城・作 野 小

公立学校共済組合愛知支部施設経営改善等懇談会
校長会代表 神　谷　早百巳 安　城・高 棚 小

愛知県教職員福利厚生会
評議員 彦　坂　登一朗 田　原・田原中部小

〃 山　本　武　志 豊　橋・八 町 小

愛知県生涯学習審議会
委　員 立　川　恵　理 豊　川・代 田 中

愛知県教育文化奨励賞選考委員会
委　員 近　藤　文　彦 岡　崎・梅 園 小

愛知県地域学校協働本部推進会議
委　員 緒　方　秀　充 豊　田・竜 神 中

愛知県総合教育センター運営会議
運営会議
委　　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小
研究委員 田　中　　　仁 刈　谷・富士松南小

〃 岩　下　英　司 幸　田・深 溝 小
〃 石　川　立　恵 豊　橋・高師台中
〃 堀　　　秀　雄 豊　田・藤 岡 中

社会体験型教員研修連絡会議
委　員 加　藤　嘉　一 岡　崎・甲 山 中

愛知県学校保健会
副会長 彦　坂　登一朗 田　原・田原中部小
理　事 相　羽　孝　彦 刈　谷・富士松中

若年消費者教育研究会
構成員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小
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日本語学習支援基金運営委員会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県児童総合センター運営協議会
委　員 岡　本　健　二 安　城・作 野 小

「社会を明るくする運動」愛知県推進委員会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県租税教育推進協議会
会　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県人権教育研究会
幹　事 星　川　敏　成 豊　川・金 屋 中

愛知県視聴覚教育研究協議会
会　長 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

東海北陸放送教育研究協議会
会　長 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県ＮＩＥ推進協議会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県ユニセフ協会
評議員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県青少年育成県民会議
理　事 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県男女共同参画審議会
委　員 岡　本　健　二 安　城・作 野 小

愛知県安全なまちづくり推進協議会
幹　事 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県交通安全推進協議会
団体代表 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

あいち環境づくり推進協議会
構成員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県少子化対策推進会議
団体代表 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県社会福祉審議会児童福祉専門分科会
委　員 榊　原　ともみ 新　城・千 郷 中

愛知県自殺対策推進協議会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県健康づくり推進協議会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

愛知県麻しん・風しん対策会議
委　員 相　羽　孝　彦 刈　谷・富士松中

愛知県食育推進会議
委　員 稲　留　雄　一 安　城・安城中部小

愛知県就職問題連絡協議会
委　員 都　築　孝　明 幸　田・坂 崎 小

あいち防災協働社会推進協議会
委　員 村　越　茂　樹 高　浜・翼　　小
幹　事 神　谷　早百巳 安　城・高 棚 小



− 11 −

令和 4年度　会　務　報　告

1　総　　会
⑴　5 ／ 10

◇　役員承認、会務報告、決算・監査報告、事業計画、予算案審議

2　評議員会
⑴　4 ／ 12　豊　橋

◇　役員、会計監査候補者の選出	 ◇　常任委員の選出
◇　評議員会、専門委員会の構成	 ◇　顧問、庶務、会計、理事の委嘱

⑵　8 ／ 26　岡　崎
◇　三河小中学校長会総会反省（次年度の方向性）
◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会
　　　「定年引上げに係る最新情報について」
　　　　　　　　  愛知県教育委員会教職員課　担当課長　大江孝一氏　講話
　　　「デジタル採点支援システム導入に向けて」　  愛知教育文化振興会説明

⑶　1 ／ 31　蒲　郡
◇　次年度組織の構成	 ◇次年度行事予定
◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会　
　　　「専門委員会報告」

3　常任委員会
⑴　6 ／ 7　（オンライン会議）

◇　三河教育懇談会の中止	 ◇　学校力向上特別委員会の活動計画
◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会
　　　「教育潮流」　愛知県教育委員会義務教育課　課長補佐　尾本国博氏講話
　　　「中高一貫教育」　愛知県教育委員会高校改革室　室長　中島幸一氏他 2 名

⑵　1 ／ 10　（オンライン会議）
◇　次年度行事予定	 ◇　補正予算案審議
◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会
　　　「各委員会の 1 年間のまとめと活動報告について」　各委員長　説明
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⑶　2 ／ 28　岡　崎
◇　会長職務代理者の承認	 ◇　次年度組織の構成
◇　本年度会務報告	 ◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会
　　　「学校力向上特別委員会報告」

4　郡市代表者会
⑴　10 ／ 11　蒲　郡

◇　一般会計中間報告	 ◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会
　　　「わが市の働き方改革」　岡崎市郡市代表　中野渡善樹氏　講話
　　　　　　　　　　　　　　蒲郡市郡市代表　平野　正也氏　講話

⑵　11 ／ 8　蒲　郡
◇　次年度の行事予定	 ◇　各専門委員会の当面する課題
◇　校長研修会
　　　「子ども・学校・大好き」　豊田市教育委員会教育長　山本浩司氏　講話

5　専門委員会
⑴ 4 ／ 12　豊　橋

◇　各専門委員会の構成	 ◇　令和 4 年度事業計画の検討

⑵ 4 月～ 2 月
◇　各専門委員会を随時開催

6　大会派遣関係
⑴　第 74 回全国連合小学校長会研究協議会
　　（松江市と東京をオンラインで結び全国配信）

　　� 10 ／ 14（1 日開催）　　松江市　

⑵　第 73 回全日本中学校長会研究協議会（オンライン形式）
� 10 ／ 20、21　　札幌市　
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令和 4年度　三河小中学校長会事業報告
開催地の※印は県専門委員会への参加

法制委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度三河法制委員会組織づくり、事業計画の検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度県法制委員会組織づくり、事業計画の検討
5 ・19	 ※名古屋	 当面する課題及び調査研究活動案検討
5 ・31	 　蒲　郡	 当面する課題及び調査研究活動案検討、三河法制Ｑ＆Ａ検討
6 ・15	 ※名古屋	 委員研修、当面する課題及び調査研究活動アンケート内容検討、情報収集

依頼
6 ・24	 　蒲　郡	 当面する課題及び調査研究活動情報収集依頼、三河法制Ｑ＆Ａ検討
9 ・ 7 	 ※名古屋	 当面する課題及び調査研究結果分析
9 ・16	 　蒲　郡	 当面する課題及び三河法制Ｑ＆Ａ最終検討
11・25	 ※名古屋	 委員研修、当面する課題及び調査研究報告
12・ 2 	 　蒲　郡	 委員研修、当面する課題及び調査研究報告
2 ・ 3 	 ※名古屋	 委員研修、今年度のまとめと来年度の計画づくり、当面する課題等に関す

る情報共有
2 ・14	 　蒲　郡	 今年度のまとめと来年度の計画づくり、当面する課題等に関する情報共有

教育条件委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度委員会組織づくり、事業計画の検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度県委員会組織づくり、事業計画の検討
5 ・ 9 	 ※名古屋	 県教育予算陳情項目の検討
5 ・24	 ※名古屋	 県教育予算陳情事項・資料の検討
6 ・14	 ※名古屋	 県教育予算陳情書・陳情説明資料の検討
7 ・27	 　蒲　郡	 三河郡市の教育諸条件整備状況に関する調査
8 ・24	 ※名古屋	 県教育委員会へ令和 5 年度県教育予算に関する陳情活動
9 ・ 6 	 ※名古屋	 県教育予算陳情活動資料の検討
10・ 5 	 ※名古屋	 県教育予算学習会
10～11月	 　各郡市	 関係県議会議員へ令和 5 年度県教育予算に関する陳情活動
11・ 9 	 ※名古屋	 県退職手当等説明会
12・ 6 	 ※名古屋	 県教育予算陳情活動のまとめ、県人事委員会報告の内容と分析
2 ・14	 ※名古屋	 令和 5 年度県教育予算（内示）の検討、令和 4 年度の反省
2 ・17	 　蒲　郡	 令和 5 年度三河郡市教育予算等の検討、令和 4 年度の反省

学校経営委員会
4 ・12	 　岡　崎	 令和 4 年度三河委員会組織づくり、事業計画審議、研究大会参加体制づくり
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度県委員会組織づくり、事業計画検討、研究大会内容確認
5 ・27	 ※名古屋	 県委員会組織確認、事業計画確認、研究大会開催 ･ 参加状況確認
6 ・10	 　岡　崎	 研究協議会（東陸中）、研究大会開催 ･ 参加状況確認、教育的刊行物事業

検討
9 ・ 2 	 　岡　崎	 研究協議会（東陸小）、令和 5 年度研究大会情報
11・11	 ※岡　崎	 県全体の令和 5 年度研究大会参加体制検討、本年度の研究大会の研修
11・25	 　岡　崎	 令和 5 年度研究大会参加体制検討、本年度の研究大会の研修
2 ・ 3 	 ※名古屋	 県全体の活動内容のまとめ、令和 5 年度事業計画立案 ･ 検討 ･ 確認、教育

的刊行物計画確認
2 ・17	 　豊　橋	 三河の活動内容のまとめ、令和 5 年度事業計画立案 ･ 検討 ･ 確認、教育的

刊行物計画確認
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進路委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度委員会組織づくり、令和 4 年度の努力目標の検討
5 ・20	 　岡　崎	 生徒数・学級数調査結果の把握と関係機関への要望事項の検討
6 ・10	 　岡　崎	 三河地区私立高校との情報交換会・懇談会（第 1 回）
9 ・13	 　豊　橋	 三河地区私立高校との情報交換会・懇談会（第 2 回）
8 ・23	 　豊　田	 公立高校推薦入学実施要項説明会（西三北地区）に参加
8 ・24	 　岡　崎	 公立高校推薦入学実施要項説明会（西三東地区）に参加
8 ・24	 　刈　谷	 公立高校推薦入学実施要項説明会（西三南地区）に参加
9 ・ 2 	 　豊　橋	 公立高校推薦入学実施要項説明会（東三河地区）に参加
9 ・27	 　岡　崎	 西三河地区私立高校合同説明会（ 4 校）に参加
9 ・28	 　岡　崎	 西三河地区私立高校合同説明会（ 3 校）に参加
9 ・30	 　豊　橋	 東三河地区私立高校合同説明会（ 5 校）に参加
11・22	 　岡　崎	 公立高校進学希望生徒数の調査等の検討、情報交換
2 ・ 7 	 　蒲　郡	 令和 4 年度のまとめと反省、次年度の計画

保健体育委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度委員会組織づくり、努力目標・研究の進め方検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度研究体制づくり、事業計画、研究の進め方検討
5 ・11	 　岡　崎	 調査内容の検討、調査方法の検討、調査対象校の検討
5 ・20	 ※名古屋	 調査内容の検討、調査方法の検討、調査対象校の検討
5 ・20	 　名古屋	 調査内容の再検討、調査方法の再検討、調査対象校の確認、第 1 回研修会

案の検討会調査内容及び調査項目の検討
6 ・14	 　蒲　郡	 調査実施についての最終検討、情報交換
6 ・17	 　蒲　郡	 第 1 回研修会、調査内容についての確認、情報交換
6 ・24	 ※名古屋	 調査内容の決定、調査方法の決定、調査対象校の決定、今後の調査研究の

進め方
7 月	 　　　　	 調査実施
9 ・13	 ※岡　崎	 調査結果の集約と整理、調査結果のまとめ方（速報）についての審議【第

1 次】
9 ・13	 　岡　崎	 調査結果の集約と整理、調査結果のまとめ方（速報）の検討、第 2 回研修

会案の検討
9 ・20	 　蒲　郡	 調査結果の速報についての検討、調査結果の考察方法についての検討
11・ 2 	 　蒲　郡	 調査結果の速報（案）の完成、調査結果の速報配信についての検討
11・ 9 	 ※名古屋	 調査結果の速報の審議【第 2 次】、速報の配信方法の確認、次年度の考察

についての検討
11・16	 　蒲　郡	 次年度の考察についての検討（県委員会を受けて）、調査結果の速報の完

成と配信準備
1 ・13	 ※名古屋	 次年度研究努力目標と研究の進め方の検討、次年度事業計画案作成、考察

についての検討
1 ・18	 　岡　崎	 調査結果の考察についての再検討（県委員会を受けて）、第 2 回研修会の確認
1 ・20	 　蒲　郡	 次年度研究努力目標と調査結果の考察検討、次年度事業計画案作成、第 2

回研修会

福祉安全委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度組織づくり、努力目標と年間活動計画の検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度県委員会組織づくり、事業計画、年間活動計画の検討
5 ・27	 ※名古屋	 調査研究活動の推進計画と調査内容の検討、今後の活動計画の確認（小委

員会）
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6 ・17	 ※名古屋	 調査研究活動の推進計画と調査内容の検討、今後の活動計画の確認、関係
機関研修

6 ・24	 　（紙面開催）	 調査研究活動の集約、分析、考察、今後の活動計画の確認（小委員会）
7 ・ 1 	 　蒲　郡	 調査研究活動の集約、分析、考察、今後の活動計画の確認、情報交換
7 ・29	 ※（紙面開催）	 調査研究の原稿の再考、今後の活動計画の確認
10・21	 ※（紙面開催）	 調査研究の原稿の最終確認、今後の活動計画の確認（小委員会）
11・11	 ※名古屋	 調査研究冊子の県地区への仕分け計画、当面の活動内容の確認（三河小委

員会の実施）
12・ 2 	 　蒲　郡	 調査研究冊子の配付の確認と依頼、関係機関による研修、情報交換
1 ・27	 ※名古屋	 令和 4 年度の活動の振り返り、次年度の事業計画の確認、関係機関による

研修、情報交換
2 ・10	 　蒲　郡	 令和 4 年度のまとめと反省、次年度の事業計画の確認、関係機関による研

修、情報交換

給食委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度委員会組織づくり・事業計画の検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度県委員会組織づくり・事業計画の検討
7 ・ 8 	 ※豊　明	 令和 4 年度事業計画、令和 5 年度調査研究検討、情報交換
7 ・15	 　蒲　郡	 令和 4 年度事業計画、令和 5 年度調査研究検討、講演会研修「県学校給食

会動向・食育推進等」
11・15	 ※名古屋	 令和 3・4 年度調査研究まとめ、「研究概要」原稿審議、令和 5 年度調査研究
1 ・13	 ※豊　明	 令和 3・4 年度調査研究まとめ、「研究概要」冊子の送付、令和 5 年度事業

計画・活動計画
2 ・10	 　岡　崎	 本年度のまとめと次年度からの調査研究・事業計画等、情報交換

生徒指導委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度委員会組織づくり、事業計画の検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度委員会組織づくり、事業計画の検討
5 ・23	 ※名古屋	 調査内容検討、研修「今日的な生徒指導の課題に関する重点施策」
6 ・ 6 	 　岡　崎	 調査内容検討、研修「今日的な生徒指導の課題に関する重点施策」
6 ・27	 ※名古屋	 調査内容検討・実施方法検討、研修「少年の非行の被害情勢について」
7 ・11	 　蒲　郡	 調査内容検討・実施方法検討、研修「いつも大切がある教育」
10・ 3 	 ※名古屋	 調査依頼、研修「児童相談所との学校の連携について」
10・17	 　春日井	 調査依頼、研修「尾東小学校・中学校（愛知学園内）の教育」
11・21	 ※名古屋	 調査の結果と分析、研修「更生保護における保護観察～立ち直りを支える

仕組み～」
12・ 1 	 　岡　崎	 調査の結果と分析、研修「校内フリースクールについて（岡崎市）」
1 ・23	 ※名古屋	 本年度活動のまとめ・来年度活動の方向性、情報交換
2 ・ 3 	 　蒲　郡	 本年度活動のまとめ・来年度活動の方向性、情報交換

特別支援教育委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度の委員会組織づくり、事業計画の検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度の委員会組織づくり、事業計画の検討
5 ・25	 ※名古屋	 令和 5 年度全特協第 60 回全国研究協議大会愛知大会の準備
6 ・14	 ※名古屋	 令和 4 年度の研究テーマ・研究計画の検討
7 ・12	 　蒲　郡	 全連小・全特協・県特支委員会調査研究、研修・学習会、情報交換
10・12	 ※名古屋	 調査研究のまとめ、研修会「愛知の特別支援教育の現状と課題」
1 ・11	 ※名古屋	 調査研究のまとめ、愛知大会の準備
2 ・ 7 	 　蒲　郡	 研修・学習会、調査結果の検討
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修学旅行特別委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度委員会組織づくり、事業計画の検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度県委員会組織づくり、事業計画の検討、当面する課題の共通理

解
5 ・19	 ※名古屋	 令和 4 年度研究主題・研究調査計画の検討
6 ・21	 ※名古屋	 令和 6 年度連合体輸送申込文書の確認、感染症対策等に関わる情報交換
6 ～ 7 月	 　各郡市	 令和 6 年度連合体輸送列車申込
10・27	 ※名古屋	 令和 4 年度実態調査計画・項目の検討、令和 6 年度連合体輸送利用確認、

感染症対策等に関わる情報交換
11～12月	 　各郡市	 令和 4 年度実態調査
1 ・25	 ※名古屋	 令和 4 年度各事業の報告と反省、令和 5 年度事業計画の検討、令和 5 年度

修学旅行の情報交換
		
学校力向上特別委員会

6 ・14	 　岡　崎	 令和 4 年度委員会組織づくり、研究推進の基本計画、報告書の作成計画
6 ～10月		  小委員会別の調査研究・関連研修会参加・原稿執筆
10・19	 　岡　崎	 報告書原稿審議
11・25	 　岡　崎	 報告書初稿審議
1 ・31	 　蒲　郡	 調査研究概要の報告①
2 月		  報告書の配付、報告書活用アンケート実施
2 ・28	 　岡　崎	 調査研究概要の報告②

教育課題特別委員会
4 ・12	 　豊　橋	 令和 4 年度委員会組織づくり、事業計画の検討
4 ・13	 ※名古屋	 令和 4 年度委員会組織づくり、事業計画の検討、調査内容の確認
5 ・18	 ※名古屋	 令和 4 年度研究主題・研究調査計画の検討
7 ・12	 ※名古屋	 アンケート調査項目・調査方法の検討
10・12	 ※名古屋	 アンケート調査項目・調査方法の検討
11・18	 ※名古屋	 アンケート調査の集約の仕方の確認・調査のまとめ方の検討
12～ 1 月	 　各地区	 アンケート調査実施
1 ・25	 ※名古屋	 令和 4 年度事業の反省と令和 5 年度事業計画の審議

東陸小特別委員会
4 ・13	 ※名古屋	 組織づくり、事業推進計画の検討
6 ・ 7 	 ※名古屋	 運営組織と運営・係分担についての検討
6 月		  メールにて原稿審議
6 ・24	 ※名古屋	 大会主題・副主題、大会趣旨についての審議
7 月		  メールにて原稿審議
7 ・15	 ※名古屋	 副主題、大会趣旨、分科会、講演講師についての審議
8 月		  メールにて原稿審議
9 ・14	 ※名古屋	 副主題、大会趣旨、会場、分科会についての審議
9 月		  メールにて原稿審議
10・27～28	 　静　岡	 東陸小静岡大会への参加
11・22	 ※名古屋	 会場、分科会、次年度の組織についての検討
12月		  メールにて原稿審議
2 ・21	 ※名古屋	 事業の反省と次年度の事業推進計画の審議
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令和 4年度　三河小中学校長会　一般会計　決算書
（単位：円）

収入総額 6,237,322 支出総額 4,879,000 差引残高 1,358,322
収入の部

項　目 当初予算額 補正予算額 決　算　額 増減 備　　　　考
会 　 費 2,922,000 2,922,000 2,922,000 0 6,000 円× 487人

助 成 金 1,609,693 1,937,000 1,937,000 327,307
愛知県小中学校長会、愛知県教育振興会、
愛知教育文化振興会、日本教育公務員弘済会愛知支部、
教職員共済生活協同組合愛知県支部

雑 収 入 12 12 27 15 預金利息
繰 越 金 1,378,295 1,378,295 1,378,295 0

合計 5,910,000 6,237,307 6,237,322 327,322
支出の部

項　目 当初予算額 補正予算額 決　算　額 補正予算比較増減 備　　　　考
総 会 費 750,000 600,000 598,448 ▲　1,552 定期総会費
会 議 費 950,000 600,000 513,632 ▲　86,368 役員・理事・評議員・郡市代表者会等

研 究 調 査 費 1,250,000 2,650,000 2,361,991 ▲　288,009
専門・特別委員会研究調査費
へき地教育研究協議会助成等
研究費（2,000 円× 487 人）

活 動 費 1,100,000 1,100,000 475,078 ▲　624,922 研修活動費、印刷代等、ホームページ更新費

渉 外 費 800,000 650,000 550,000 ▲　100,000 役員渉外費等
通 信 費 600,000 330,000 251,138 ▲　78,862 切手、はがき、郵送代等
雑 費 400,000 250,000 128,713 ▲　121,287 文具等事務用品代等
予 備 費 60,000 57,307 0 ▲　57,307

合　計 5,910,000 6,237,307 4,879,000 ▲　1,358,307
（単位：円、▲は減額を表す）

令和 4年度　三河小中学校長会　特別会計　決算書
収入総額 1,789,466 支出総額 869,186 差引残高 920,280

収入の部
項　目 予　算　額 決　算　額　 比較増減 備　　　　考

会 費 827,900 827,900 0 1,700 円× 487 人
雑 収 入 8 32 24 預金利息
繰 越 金 961,534 961,534 0

合　計 1,789,442 1,789,466 24
支出の部

項　目 予　算　額 決　算　額　 比較増減 備　　　　考
慶 弔 費 450,000 217,866 ▲　232,134 香料、祝電、弔電等
対 策 費 650,000 651,320 1,320 研究費（1,000円×487人）、振込手数料
予 備 費 689,442 0 ▲　689,442

合　計 1,789,442 869,186 ▲　920,256
（単位：円、▲は減額を表す）

令和 4年度　三河小中学校長会　拠出金会計　決算書
1　基金の部� （単位：円）

項　目 金　　　額
積立金の部 14,653,708
そ　の　他 0
差引残高 14,653,708

2　拠出金の部� （単位：円）
項　目 金　　　額

収　入 4,993,000
内訳：繰越金、拠出金、利息

支　出 1,710,000
内訳：研修、活動、渉外、通信、雑費等

差引残高 3,283,000
　令和４年度一般・特別・拠出金会計について、慎重に監査した結果、正確・適切であることを認めます。

令和 5 年 3 月 18 日　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査　平　野　正　也　○印
会計監査　近　藤　文　彦　○印
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令和 5年度　三河小中学校長会事業計画（案）

法制委員会 1 出産や育児に関する男性職員の制度利用状況調査と運用上の課題についての調査研究
2 勤務時間の適正な管理及び長時間労働による健康障害防止に向けた諸問題検討
3 法令・規則等の改正による変更点と諸問題検討
4 学校運営や服務に関する諸課題についての研究

教 育 条 件
委 員 会

1 教職員定数改善と配置の工夫に関する調査研究
2 教育諸条件の整備・充実に関する調査研究
3 教職員給与等の改善と処遇の充実に関する調査研究

学 校 経 営
委 員 会

1 学校経営に関する研究推進・情報収集
2 東陸小（岐阜）、全連小（東京）、東陸中（石川）、全日中（大分）の 4 大会における研究推進
3 児童生徒の健全育成と家庭教育に寄与する教育的刊行物の編集と啓発推進

進路委員会 1 自己の将来に向けた生き方を育てる進路指導の在り方についての研究
2 入試制度の円滑な実施に向けての対応と、進路指導に関わる様々な課題を解決するための調査研究

保 健 体 育
委 員 会

1 中学校の部活動における地域移行への取組状況の実態調査結果の整理・分析・考察
2 中学校の部活動における地域移行への取組状況と課題に関する情報提供と共有

福 祉 安 全
委 員 会

1 令和 4 年度の「調査研究のまとめ」の活用を校長研修会等で啓発すると共に、学校安全に関わる今
日的な課題を明らかにし、県内小中学校の学校安全がより充実するための調査研究の推進

2 児童生徒の学校災害、事故等の防止についての研修及び情報提供
3 教職員の福利厚生の充実と改善についての研修及び情報提供

給食委員会 1 栄養教諭の専門性を生かし、豊かな心と健やかな体を育む食育の推進と充実を目指して、「愛知県
教員育成指標」における三つのステージを視点とした調査研究

2 教員育成指標を視点とした全栄養教諭の実態調査
3 栄養教諭の食に関する指導及び給食管理の現状把握
4 過去 4 年間の調査結果との比較

生 徒 指 導
委 員 会

1 現在や将来における自己実現を図る能力を育成する手立てに関する探究
2 三河における生徒指導の実情を踏まえ、関係機関や専門家から助言を仰ぎ、対策・予防の在り方を

検討
3 連携を要する諸機関や特色ある取組をしている学校からの情報など共有可能な情報の発信

特 別 支 援
教育委員会

1 インクルーシブ教育システム構築に向けた環境整備の調査研究
2 特別支援教育を担う人材育成や校内支援体制の研究
3 特別支援教育の先進的な取組についての調査研究

修 学 旅 行
特別委員会

1 尾張地区や名古屋地区と連携し、「社会の変化に対応する望ましい修学旅行の在り方」について、
with コロナなど社会的変化を意識した情報交換と緊急課題の特定、周知徹底

2 中学校修学旅行の実態調査をタイムリーに行い、実施形態、旅行費用、目的地、安全対策の実態を把
握し、新型コロナウイルス感染症予防などに対する経験を生かし、安全で充実した修学旅行の実現

3 令和 7 年度中学校修学旅行における連合体利用校を調査し、適切な入付を実施

学校力向上
特別委員会

1 先進地区や学校への視察、関連研修会参加を通して調査項目の確定
2 地域連携の取組の成果と課題について各郡市で調査研究

教 育 課 題
特別委員会
（県）

1 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた各校の取組の現状と課題についての調査研究
2 義務教育 9 年間を見通した教科担任制の導入を見据えた校内指導体制や小中連携の在り方など、各

校の取組の現状と課題についての調査研究

東 陸 小
特別委員会
（県）

1 愛知大会の開催に向けた調査研究
2 愛知大会の開催方法や運営についての検討
3 各県事務局との連絡調整
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令和 5年度　三河小中学校長会　一般会計　予算（案）

収入の部
項　目 予　算　額 備　　　考

会　 費 2,922,000 6,000 円× 487 人

助 成 金 1,619,653 愛知県小中学校長会、愛知県教育振興会、愛知教育文化振興会、
日本教育公務員弘済会愛知支部、教職員共済生活協同組合愛知県支部等

雑 収 入 25 預金利息等
繰 越 金 1,358,322
合　計 5,900,000

支出の部
項　目 予　算　額 備　　　考

総 会 費 750,000 定期総会費
会 議 費 900,000 役員・理事・評議員・郡市代表者会等
調査研究費 1,400,000 専門・特別委員会調査研究費、へき地教育研究協議会助成等　
活 動 費 1,000,000 研修活動費、全国大会資料代、印刷製本代、ホームページ更新費等
渉 外 費 800,000 役員渉外費等
通 信 費 600,000 切手、はがき、郵送代、リモート会議費等
雑 費 400,000 封筒、用紙、文具等事務用品代等
予 備 費 50,000
合　計 5,900,000

< 備考 > 項目間の流用を認める。

（単位：円）

収入総額 5,900,000 支出総額 5,900,000 差引残高 0

令和 5年度　三河小中学校長会　特別会計　予算（案）

収入の部
項　目 予　算　額 備　　　考

会 費 827,900 1,700 円× 487 人
雑 収 入 10 預金利息
繰 越 金 920,280
合　計 1,748,190

収入総額 1,748,190 支出総額 1,748,190 差引残高 0
（単位：円）

支出の部
項　目 予　算　額 備　　　考

慶 弔 費 450,000 香料、祝電、弔電、見舞、記念品代等
対 策 費 650,000 総会費等 
予 備 費 648,190
合　計 1,748,190

< 備考 > 項目間の流用を認める。

令和 5年度　会費及び負担金
小 学 校

三 河 校 長 会 費 7,700 円

県 校 長 会 費 21,000 円

東 海 北 陸 小 会 費 1,000 円

全 連 小 会 費  8,000 円

中 学 校
三 河 校 長 会 費 7,700 円

県 校 長 会 費 21,000 円

東 海 北 陸 中 会 費 1,000 円

全 日 中 会 費 7,500 円
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名　　　称

第１条�　本会は、三河小中学校長会と称し、事
務所を会長の在任校に置く。

目　　　的

第２条�　本会は、三河小中学校相互の連絡を密
にし、教育の振興発展を図り、教育文化
の向上に寄与することを目的とする。

事　　　業

第３条�　本会は、前条の目的を達成するために
次の事業を行う。

　　　１　学校の管理運営に関する調査研究
　　　２　教職員及び児童生徒に関する事項
　　　３　その他本会の目的達成に必要な事項

組　　　織

第４条�　本会は、三河地区に所在する小中学校
の校長会をもって組織する。

　　　�　本会は、小学校部、中学校部を置くこ
とができる。

役　　　員

第５条　本会の役員と職務は次の通りとする。
　　　１�　会長　１名　本会を代表し、会務を総

理し、兼ねて会議を招集し議長となる。
　　　２�　副会長　４名　会長を補佐し、会長

事故あるときはこれを代理する。
　　　３�　常任委員　若干名　常任委員会を構

成する。
　　　４�　評議員　若干名　評議員会を構成す

る。

　　　５　理事　若干名　理事会を構成する。
　　　６�　郡市代表　若干名　各郡市を代表

し、郡市代表者会を構成する。
　　　７�　庶務・会計　若干名　本会の庶務・

会計を行う。
第６条�　本会の役員は、次の方法により選出す

る。
　　　１�　会長・副会長は会員中より評議員会

において選出し、総会の承認を得る。
　　　２�　常任委員は、評議員会において評議

員中より選出する。
　　　３�　評議員は、各郡市において選出する。
　　　４�　理事は、会長が評議員会にはかって

委嘱する。
　　　５�　郡市代表は、各郡市校長会長をあて

る。
　　　６�　庶務・会計は、会長が評議員会には

かって委嘱する。
第７条�　本会の役員の任期は 1 か年とする。た

だし再任を妨げない。補欠役員は、前任
者の残任期間とする。

会計監査

第８条�　本会に会計監査を２名置き、本会の会
計を監査する。

　　　�　会計監査は、評議員会において選出し
総会の承認を得る。会計監査の任期は、
本会の役員に準ずる。

顧　　　問

第９条�　本会に顧問を置くことができる。
　　　�　顧問は、評議員会の推せんにより、会

長が委嘱する。

三河小中学校長会規約
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会　　　議

第10条　本会は、次の会議を開く。
　　　１�　総会　総会は本会の最高議決機関で

あって全会員をもって構成し、毎年１
回以上開催する。

　　　　　付議事項は次の通りとする。
　　　　　⑴　予算・決算に関する事項
　　　　　⑵�　役員及び会計監査の選任に関

する事項
　　　　　⑶�　事業の計画及び報告に関する

事項
　　　　　⑷　規約の改廃に関する事項
　　　　　⑸　その他重要事項
　　　　　　�　やむを得ない場合は、評議員会

をもって総会に代えることができる。
　　　２�　評議員会　評議員会は総会につぐ議

決機関であって、議案を審議し、議決
することができる。

　　　３�　常任委員会　常任委員会は重要事項
を審議する。

　　　４�　理事会　理事会は会務を協議し議案
を作成する。

　　　５�　郡市代表者会　郡市代表者会は、郡
市の連絡について協議する。

第11条�　議事の議決は出席者の過半数で決し、
可否同数のときは議長の決するところに
よる。

専門委員会

第12条�　本会の事業を遂行するために、次の専
門委員会を置く。

　　　・法制委員会
　　　・教育条件委員会
　　　・学校経営委員会
　　　・進路委員会
　　　・保健体育委員会
　　　・福祉安全委員会

　　　・給食委員会
　　　・生徒指導委員会
　　　・特別支援教育委員会
　　　　�　専門委員会には、それぞれ委員長１

名、副委員長１名を置く。各専門委員
長は、必要に応じ議事に参画する。

特別委員会

第13条�　本会は必要に応じて特別委員会を置く
ことができる。

会　　　計

第14条�　本会の経費は、会費その他の収入を
もってこれにあてる。

第15条�　本会の会計年度は、４月１日に始まり、
翌年３月31日をもって終わる。

内規・規定

第16条�　本会は、必要に応じて、別に内規また
は規定を設けることができる。

付　　　則

第１条�　本規約は、昭和36年５月30日からこれ
を施行する。

　　　　昭和39年５月30日改正
　　　　昭和42年５月24日改正
　　　　昭和46年５月22日改正
　　　　昭和53年５月13日改正
　　　　平成９年５月９日改正
　　　　平成14年５月1日改正
　　　　平成20年５月７日改正
　　　　平成23年５月10日改正
　　　　平成25年５月８日改正



− 22 −

役員に関する内規

○�規約第６条に定める役員の選出に当たっては
地域ならびに小・中の均衡を考慮する。

　１�　常任委員は25名以内とし、規約第５条６
項の郡市代表全員を含めるものとする。　

　２�　評議員は各郡市ごとに20校までは２名、
40校までは４名、60校までは６名、61校以
上は８名とする。

　３�　理事は庶務・会計及び会長が必要と認め
る若干名とする。

　４�　庶務は３名、会計は２名とする。ただし
必要に応じてそれぞれ補佐を置くことがで
きる。

　５�　会長の職務代理者を必要とする場合は常
任委員会においてこれを決める。

専門委員会に関する内規

○�規約第12条に定める専門委員会の任務は次の
通りとする。

　・法制委員会
　　ア　関係法規に関する事項
　　イ　その他法制に関する事項
　・教育条件委員会
　　ア　教職員の定数・給与に関する事項
　　イ　教育予算・教職員の待遇に関する事項
　　ウ　その他教育条件に関する事項
　・学校経営委員会
　　ア�　教育内容及び教育方法・教職員の研修

に関する事項
　　イ　各種研究大会に関する事項
　　ウ　その他学校経営に関する事項
　・進路委員会
　　ア　児童生徒の進学に関する事項
　　イ　生徒の就職に関する事項
　　ウ　その他児童生徒の進路に関する事項
　・保健体育委員会
　　ア�　児童生徒の体位体力の向上に関する事項
　　イ�　児童生徒・教職員の保健に関する事項
　　ウ　体育的部活動に関する事項
　　エ　その他保健体育に関する事項

　・福祉安全委員会
　　ア�　児童生徒・教職員の福祉に関する事項
　　イ　安全・災害・環境に関する事項
　　ウ　その他福祉安全に関する事項
　・給食委員会
　　ア　給食の管理運営に関する事項
　　イ　給食指導に関する事項
　　ウ　その他給食に関する事項
　・生徒指導委員会
　　ア　いじめ・不登校に関する事項
　　イ　心の教育に関する事項
　　ウ　その他生徒指導に関する事項
　・特別支援教育委員会
　　ア　特別支援教育の推進に関する事項
　　イ　就学支援に関する事項
　　ウ　その他特別支援教育に関する事項

慶弔に関する規定

○�この慶弔規定は、会員の慶弔ならびに災害・
死亡等の場合について規定する。慶弔は、次
によって金品を贈り、その意を表す。

　１　会員死亡の場合
　　　　・香料50,000円、生花一対
　　　　・各郡市代表会葬
　２　会員の家族死亡の場合
　　　⑴　配偶者
　　　　　　・香料10,000円　代表会葬
　　　⑵　実父母、同居の養・義父母
　　　　　　・本会名で弔電
　３　会員住居の火災・風水害等
　　　　・見舞金10,000円　代表慰問
　４　被害甚大な学校火災・風水害等
　　　　・見舞金  5,000円　代表慰問
　５�　その他の場合は、その都度会長・副会長

が協議して決定し、その記録を残す。

三河小中学校長会内規及び規定
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演　題　�『手づくり学校の挑戦  ～ 一校長の試み ～ 』

講　師	 愛知県教育委員会  委員

　　　　　岡　田　　　豊 　氏

プロフィール

生年月日	 昭和 29 年４月 2 日

最終学歴	 愛知教育大学教育学部　卒業

略　　歴	 平成12年 4 月　愛知県教育委員会義務教育課指導主事

	 平成15年 4 月　愛知県岡崎市立恵田小学校長

	 平成19年 4 月　愛知県教育委員会新城設楽教育事務所次長

	 平成20年 4 月　愛知県教育委員会義務教育課長

	 平成22年 4 月　愛知県岡崎市立南中学校長

	 平成24年 4 月　愛知県岡崎市立井田小学校長

	 平成25年 5 月　愛知県小中学校長会会長　

	 平成27年 3 月　定年退職

	 平成30年 9 月　教育新聞社　常任顧問

	 令和 2 年10月　愛知県教育委員会委員

	 （～現在）
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